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1.1 はじめに

本研究の背景
消費者の嗜好や余暇時間の使い方の多様化に伴い, テレビ局は視聴
者の嗜好に寄り添った番組を編成する必要性が増した.視聴者の嗜
好に寄り添った視聴傾向を把握するためには, 全体の視聴傾向を観
察するだけでなく, 視聴者や番組を視聴傾向の類似性という観点で
クラスタリングし, クラスタの特徴を分析する必要がある
⇒しかし, 視聴傾向から番組の関係性をまとめながら視聴者の嗜好
を把握することを目的とした分析事例は乏しい.

本研究の目的
視聴者と番組を紐づけながら同時にクラスタリングすることが可能
な PLSAに対して時間的変化の概念を導入することで, 視聴者の嗜
好の変化をとらえられる分析方法とその可視化手法を提案する.
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2.1 準備

対象データ
VR CUBIC データ（株式会社ビデオリサーチ）

視聴者が分単位の各時点でどのチャンネルを視聴していたかが記録
されている. 本研究では, 2017年 4月からの 1年間に放送されたド
ラマとその視聴者の情報を使用.

クラスタリング手法
PLSA（Probabilistic Latent Semantic Analysis)

トピックモデルの一種. 共起関係にある両者を同時にクラスタリン
グする手法.

可視化手法
サンキーダイアグラム

時間変化の中でのクラスタの成長や衰退, 結合や分離などを視覚的
に表現.



はじめに

準備

提案分析方法

実データ分析

まとめ

4/16

3.1 概要

提案手法における 3ステップ
1 全期間の視聴履歴データに対して視聴傾向を PLSAで学習し,
期間によらない視聴傾向全体をモデル化.

2 視聴履歴データを一定期間で分割し, ステップ 1の結果を活用
しながら, 再度各期間の PLSAを学習. 視聴者を期間ごとのク
ラスタに割り当てる.

3 期間の間の視聴者の遷移数をインプットにサンキーダイアグラ
ムによる可視化を行う.

2種類の分析方法
1 各期間で視聴者をクラスタに割り当てる際に最も嗜好度の高い
クラスタに所属させる（分析法 1）.

2 視聴者が複数のクラスタに対して嗜好度を持つことを考慮して
潜在クラスタを新たに構成し, 視聴者をそのクラスタに割り当
てる（分析法 2）.
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3.2.1 分析法 1

ある視聴者がある番組を視聴する事象の確率モデル

P (xi, yj) =

K∑
k=1

P (zk)P (xi|zk)P (yj |zk) (1)

I 個の番組：xi(i = 1, · · · · · · · · · , I)
J 人の視聴者：yj(j = 1, · · · , J)
K この潜在クラスタ：zk(k = 1, · · · ,K)

最尤度関数

LL =
∑
i,j

ni,j logP (xi, yj) (2)

ni,j：視聴者 yj が番組 xi を見た回数
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3.2.2 分析法 1

ステップ 1

EMアルゴリズムの更新式
【Eステップ】

P (zk|xi, yj) =
P (xi, yj , zk)∑
k P (xi, yj , zk)

(3)

【Mステップ】

P (zk) =

∑
i,j ni,jP (zk|xi, yj)∑

k

∑
i,j ni,jP (zk|xi, yj)

(4)

P (xi|zk) =
∑

j ni,jP (zk|xi, yj)∑
i,j ni,jP (zk|xi, yj)

(5)

P (yj |zk) =
∑

i ni,jP (zk|xi, yj)∑
i,j ni,jP (zk|xi, yj)

(6)
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3.2.3 分析法 1

ステップ 2

ステップ 1の結果を初期値とし, 各期間（sl(l = 1, · · · , L)）に対し
てステップ 1と同様の処理を行う.
期間 sl において視聴者 yj に割り当てるクラスタ cj,l を次式で決定
する.

cj,l =

{
zK+1

∑
i n

l
i,j = 0

arg maxzk P (zk|yj)l otherwise
(7)

ステップ 3

ステップ 2の結果をもとにサンキーダイアグラムを作成する.
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3.3.1 分析法 2

視聴者の嗜好度分布の出現確立
期間 sl に視聴者 yj がクラスタ zk を選択した数を
N l

j,k =
∑I

i=0 P (zk|xi)n
l
i,j として計算し, 全期間で視聴者 yj がクラ

スタ zk を選択した回数をN l
j,k =

∑L
l=0 N

l
j,k と定義する.　

Nj = (Nj,1, · · · , Nj,k)とすれば, N ȷは全期間での視聴者 yj の嗜好
の分布となる. ここで, 視聴者の嗜好度分布Nj を新たな潜在クラス
タ vm(m = 1, · · · ,M)でクラスタリングすることを考えると視聴者
の嗜好度分布の出現確率 P (Nj)は以下のように表せる.

P (Nj) =

M∑
m=1

P (vm)P (Nj |vm)

=

M∑
m=1

P (vm)
Γ(

∑
k Nj,k + 1)∏

k Γ(nj , k + 1)

K∏
k=1

P (zk|vm)Nj,k

(8)
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3.3.2 分析法 2

EM法の更新式
【Eステップ】

P (vm|Nj) =
P (vm)P (Nj |vm)∑M

m=1 P (vm)P (Nj |vm)
(9)

【Mステップ】

P (vm) =

∑J
j=1 P (vm|Nj)∑M

m=1

∑J
j=1 P (vm|Nj)

(10)

P (zk|vm) =

∑J
j=1 P (vm|Nj)Nj,k∑M

m=1

∑J
j=1 P (vm|Nj)Nj,k

(11)
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4.1 分析条件

対象データと分析条件
全期間：2017年 4月 3日～2018年 3月 31日
視聴者：3247人（= J）
番組：197番組（= I）
分割期間：1か月（L = 12）
放送時間の 50％以上を視聴した場合に「視聴」とカウント.
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4.2 有効性検証

検証方法と結果
今回は, サンキーダイアグラムの視認性という観点から, エントロ
ピーを用いて提案手法を定量的に評価する.エントロピーの式を以
下に, 結果を以下の表 1にそれぞれ示す.

Entropy =
1

L− 1

L−1∑
l=1

K+1∑
k=1

|Zl
k|
J

K+1∑
k′=1

P (zl+1
k′ |zlk) logP (zl+1

k′ |zlk)

(12)

Table 1: エントロピーを用いた評価
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4.3.1 分析法１の結果

Table 2: 番組特徴：P (xi|zk)の上位５番組

Table 3: 視聴者特徴
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4.3.2 分析法１の結果

図 1: 分析法 1によるトレンド可視化結果
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4.4.1 分析法 2の結果

図 2: 嗜好度分布のクラスタリング結果
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4.4.2 分析法 2の結果

図 3: 分析法 2によるトレンド可視化結果
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まとめ

実現したこと
トピックモデルの一種である PLSAを用いることで番組と視聴
者を同時にクラスタリングする手法の提案.

結果をサンキーダイアグラムにすることでテレビ番組における
トレンドを可視化.

今後の課題
出演者等の分析を加える.

サイコグラフィック情報等を加えた分析を行う.

提案手法に対する評価指標を定め, クラス多数の決定方法を考
える.
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